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令和 8年 7月 30日 
 

寛永行幸四百年祭ー文化が社会を編み直すー 
～「寛永行幸四百年祭 記念式典・講演会」を９月５日に開催～ 

 
■ 寛永行幸四百年祭実行委員会（事務局：京都府）では、４月に開幕した「寛永行

幸四百年祭」の機運醸成を目的とした様々なイベントを実施しています。 

■ 「寛永行幸」から９月でちょうど四百年を迎えることを記念し、９月５日に「祭

記念式典・講演会」を開催しますので、周知と取材をお願いします。 

 

寛永３年（1626年）９月、後水尾天皇が二条城を訪れた「寛永行幸」は、文化を通

じて社会の秩序を結び直し、新たな時代の方向を示した歴史的出来事でした。 

 ９月５日は、行幸を翌日に控えた節目の日にあたります。「寛永行幸」から四百年

を迎えることを記念し、「寛永行幸四百年祭記念式典・講演会」を開催いたします。 

 

１ 日時 

   令和８年９月５日（土） 10時 30分～14時（10時開場） 

 

２ 会場 

   ANAクラウンプラザホテル京都 ２階 平安の間 

（京都市中京区堀川二条下ル土橋町 10番地） 

 

３ 内容 

   10時 30分～11時 40分 

【第１部】記念式典 

        主催者挨拶 西脇
にしわき

 隆
たか

俊
とし

 （京都府知事） 

              松井
ま つ い

 孝
こう

治
じ

 （京都市長） 

        主旨説明  濱崎
はまさき

 加奈子
か な こ

（寛永行幸四百年祭 総合プロデューサー ） 

        事業説明  梅原
うめはら

 和久
かずひさ

 （寛永行幸四百年祭 実行委員長） 

   13時～14時 

【第２部】講演会「寛永文化と後水尾天皇」 

        講師：熊倉
くまくら

 功夫
い さ お

氏（MIHO MUSEUM館長） 

 

４ 参加方法 

   専用サイト（Peatix）から申込 ※定員になり次第受付終了 

申込期間 令和８年８月２日（日）10時～９月４日（金）正午 

URL：https://kanei20260905.peatix.com  

 

５ 定員 

   【第１部】先着 100名（参加無料） 

   【第２部】先着 200名（参加無料） 

 

６ 取材について 

   取材を希望される場合は、当日 10時 20分までに会場受付（２階）へお越しく

ださい。 

 イベント等のお知らせ 

（次頁あり） 

知事出席行事 



７ 主催等 

   主催：寛永行幸四百年祭実行委員会 

   共催：一般社団法人 Living History KYOTO 

   協力：ANAクラウンプラザホテル京都 

 

８ 寛永行幸四百年祭の今後の主な予定 

＜寛永行幸四百年祭記念式典・基調講演・能楽公演＞ 

９月６日(日) 能楽公演 出演：金剛龍謹
こんごうたつのり

（金剛流若宗家） 

林
はやし

喜
き

右衛
え

門
もん

（京観世林家）ほか 

 

＜寛永行幸行列再現イベント＞ 

12月６日(日) 

 

【参考】 

○ 寛永行幸 

寛永３年（1626 年）９月に大御所・徳川秀忠と３代将軍・徳川家光の招きに応じ

た後水尾天皇による二条城への行幸。当時最大級のイベントであり、書物や絵巻な

どで記録に残され、後世に語り継がれてきた。 

○ 寛永行幸四百年祭実行委員会 

「寛永行幸四百年祭」の実施を通じた「寛永行幸」及び「寛永文化」の普及・啓発

や二条城の新たなブランドの確立等により、京都をはじめとする日本の伝統文化の

継承や担い手の育成、伝統産業の振興等をつなげ、「文化と経済の好循環」を実現

し、その全国のモデルケースを創出することを目的とし、文化庁連携プラットフォ

ーム内で組織した団体。 

○ 文化庁連携プラットフォーム 

文化庁京都移転の意義の実現に向けて、文化庁との連携による新たな文化政策の

展開や、世界に向けた日本文化の発信等を行政、経済界、文化団体等が一体となっ

て展開し、日本文化の国際的な価値を高めることを目的とし組織した団体。 

 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 文化庁連携プラットフォーム（京都府文化政策室内） 

文化生活部副部長兼文化政策室長 梅原 TEL 075-414-4215 

      文化政策室 企画参事 須田 TEL 075-414-5071 

 

    



一般社団法人Living History KYOTO共催

ANAクラウンプラザホテル京都協力

寛永行幸四百年祭実行委員会主催
https://kaneigyoko400.jp/

InstagramFACEBOOK X公式 HP

最新情報は
公式HP・SNSで
チェック！

寛永３年（1626）9月、後水尾天皇が二条城を訪れた「寛永行幸」は、
文化を通じて社会の秩序を結び直し、
新たな時代の方向を示した歴史的出来事でした。
9月5日は、行幸を翌日に控えた節目の日にあたります。
本年は、その日から四百年を迎えることを記念し、

「寛永行幸四百年祭記念講演会」を開催いたします。

参加費： いずれも無料

会場： ANAクラウンプラザホテル京都
京都市中京区堀川通二条城前　（「二条城前」駅2番出口より徒歩約1分）

内容： 主催者挨拶、主旨説明・事業概要の説明等
定員： 100名程度

9月5日2026年 土

絵：《二条城行幸図屏風》部分　江戸時代　京都市指定文化財　泉屋博古館蔵

実行委員会では、寄付などを募集しています。
皆さんも歴史に参加しませんか。「寛永行幸四百年祭」を応援したい！

基金で応援
京都文化交流コンベンションビューロー

「寛永 1626 基金」で
寄付を募集しています。

ふるさと納税で応援
京都府の

企業版ふるさと納税による
寄付を募集しています。

連携・関連事業で参加
「寛永」をテーマにした独自事業や関連行事を
実施していただける企業・団体を募集しています。

お問合せ：info@kaneigyoko400.jp

詳細はこちら

申し込み先：Peatix 申し込みは、8月２日(日)午前10時より

＜本イベントに関するお問い合わせ＞ 実行委員会事務局（京都府文化政策室）
info@kaneigyoko400.jp  TEL.075-414-5140（土日祝除く 10：00～17：00）

※記念式典終了後、参加者は一旦ご退出いただきます。
引き続き、記念講演会にご参加の方は、お手数ですが
再度記念講演会の受付にお越しください。

記念講演会
寛永行幸四百年祭

10:30～11:40（開場：10：00）記念式典

講師： 熊倉 功夫氏（MIHO MUSEUM館長）
定員： 200名程度

13:00～14:00（開場：12:30）記念講演会

「寛永文化と後水尾天皇」

熊倉 功夫氏 プロフィール

1943年東京都生まれ。東京教育大学文学部史学科
卒業。同大学院博士課程単位所得退学。日本文化史
専攻。文学博士。国立民族学博物館名誉教授。
MIHOMUSEUM館長。2022年、文化庁長官表彰。
主な著書に『後水尾天皇』（中公文庫）、『熊倉功夫
著作集』全７巻（思文閣出版）、『日本料理文化史　
懐石を中心に』（講談社学術文庫）がある。お申し込みは

こちら

「寛永文化と後水尾天皇」
講師 熊倉 功夫氏（MIHO MUSEUM館長）

記念講演会

寛永行幸は、幕府と朝廷との間で催された、江戸時代通じての最大
のイベントでした。それまで、朝幕関係は決して安定したものではな
かったのですが、徳川和子の入内以後、急速に関係は改善され、行幸
は大成功に終りました。しかしそのあと、紫衣事件が起こりまた不穏
な状勢になります。後水尾天皇の視点からその推移を見て参ります。


